
　

 

令和6年度全国統一防火標語　『守りたい　未来があるから　火の用心』

避避難難指指示示区区域域内内ににおおけけるる大大規規模模火火災災対対応応訓訓練練

避避難難指指示示区区域域内内ににおおけけるる多多数数傷傷病病者者対対応応訓訓練練

連 絡 先

高齢者になると窒息のリスクが高まる

①小さく切っておく

不慮の事故で亡くなる高齢者の約半数は「気道閉塞を生じた食品の誤嚥」が占めて
います。年齢が上がるほど救急搬送は増加し、特に１月は餅を食べる機会が増える
ので注意が必要です。

お餅を食べるときには

※ イラスト：消費者庁ＷＥＢサイトより引用

令和６年１０月４日(金) 浪江町において「避難指示区域内における大規模火災対
応訓練」を実施しました。この訓練は、避難指示区域内において大規模な火災が発
生したことを想定し、県内応援消防本部、緊急消防援助隊、各関係機関との広域応
援体制の確立を目的に行われ、２２機関、約２５０名が参加しました。

双葉消防本部　０２４０－２５－８５２３　　消防指令センター　０２４０－２５－８５６１
富岡消防署　　０２４０－２２－２１１９　　浪江消防署　　　　０２４０－３４－４１１１
楢葉分署　　　０２４０－２５－２１１９　　葛尾出張所　　　　０２４０－２９－２１１９
川内出張所　　０２４０－３８－２１１９

②食べる前に先にお茶や汁物を飲んで喉を潤しておく
③よくかんで、唾液とよく混ぜ合わせてから飲み込む

１月は餅の窒息が急増します！

令和6年11月1日(金) 「避難指示区域内における多数傷病者対応訓練」を実施しました。
避難指示区域内において多数の傷病者が発生したことを想定し、県内応援消防本部、医療
機関等との連携体制の確立と放射線への理解を深めることを目的に行われ、２８機関、約
２００名が参加しました。


